
 

 

 

 

 

 

 

 

小学校社会科副読本「わたしたちのタイ・シラチャ」製作にあたって 
 

 この度、社会科副読本「わたしたちのタイ・シラチャ」がようやく完成しま

した。小学校３・４年生の社会科では、学校や家のまわりなど地域社会につい

て学習します。地域に住む人々の生活のようす、自然環境や発展している産業、

それらの今と昔の違いや変化のようすなどが学習対象です。学習を通じて、地

域の一員としての自覚や、自分の住む場所への誇りと愛情を育むことを目的と

しています。また、調べ学習や調査活動、その結果を発表する活動などから、

資料を的確に読み取る力や表現する力を養うことも目的の一つです。 

 学校周辺、シラチャやチョンブリが本校にとっての地域社会となるのですが、

開校当時はそれに詳しい教員がおらず、授業づくりにとても苦心しました。保

護者のみなさまや日本人会などからうかがったお話しをもとに教材研究を進

めたものです。長い歴史のあるバンコク日本人学校には、学習の手引きとなる「私たちのタイ・バンコク」

という副読本があり、当初はシラチャ校もそれを使用させていただいていました。そのような中で、よりシ

ラチャ校の実態に適したものをなんとかつくれないかという思いで動き始めたのが開校一年目でした。 

 昨年度は、教員の間で「副読本製作編集委員会」を立ち上げ、教員自身が実際の生活の中から経験したこ

とや聞いた話しをもとにして、地域社会の情報を収集しました。できて間もない学校であり、教員自身もシ

ラチャに来て日が浅いため、とにかくできるだけたくさんの情報を集めることから始めました。 

  今年度に入り、集めた情報を持ち寄り、教育課程に合わせてどのような構成にするのか、わかりやすい冊

子にするためにどのような資料や写真が必要か、その取材はどうするのかなど、製作に向けてより具体的な

動きとなりました。そして、製本業者を決定し内容や構成を確定させ、休日や夏季休業中を利用して、編集

委員が分担して取材活動を行いました。地元の関係機関へ行く場合は、慣れないタイ語での取材にとても苦

労しましたが、日本人会運営委員会やニオンディレクターに協力いただき、よい取材を行うことができまし

た。前記のバンコク日本人学校の副読本を参考にさせていただいたこと、海外子女教育振興財団から資金援

助をいただいたことも完成への大きな原動力となりました。また、表紙のデザインは小学部３年生が担当し

ました。 

 こうして２０１２年１月、「わたしたちのタイ・シラチャ」第１

版発行となりました。小学校３・４年生向けの社会科副読本ですか、

第１版を記念して全校児童生徒に配布させていただきました。プロ

の業者の製本のため立派な仕上がりですが、中を見ていただければ

随所に手作り感があふれていることがおわかりいただけると思い

ます。この副読本を手に、子どもたちが楽しく学習し、力を伸ばし

ていくことを期待しています。また、さらに発展しつつあるシラチ

ャの街に合わせて、２版、３版とよりよい副読本になっていくこと

を編集委員一同願っています。 

↑編集委員会のようす 

 製作にあたり多大なるご協力をいただきましたみなさま、関係機関の方々に、この場をお借りして厚くお

礼を申し上げます。                          (文責 社会科担当 小川 誠) 
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